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キリスト愛の福音教会牧師・坪井永光

2019 年 12 月、中国武漢から世界中に蔓延した新型コロナウィルスの騒動開始から 3年です。

当初、「どれだけ死ぬの？」、「かかったら、後遺症がひどい？」等の恐怖をあおられ、私た

ちの教会も 2020 年 4 月 19 日～3週間に渡り礼拝を休止する事態となりました。

が、さまざま情報を集め、祈りつつ、わかってきたことは、「偽りのパンデミックで、ワクチ

ン接種を通し、管理社会を実現しようとする悪巧みがある」ということです。

考えるきっかけになったのはインターネット番組“HEAVENESE Style”で語られた石井稀久牧師

の発言です。

「今年(2020 年)は、アメリカ大統領選挙があるから、このコロナの問題は長引くよ」

正直、最初は「？」と理解が追いつきませんでした。

けれど、その番組をはじめ、アメリカの預言者のメッセージ動画や日本人医師の書籍を通し、

以下のように理解を深めました。

・新型コロナウィルスは中国武漢の研究所で作られた

・何年も前に 2019 年から疫病が流行するよう計画されていた

・目的はワクチン接種を通し、証明書(いわゆるワクチンパスポート)によって個人データを統

括する管理社会を実現する

・グレートリセットおよび世界統一政府を画策するディープステートが存在する

・その人々はこれらの計画推進のため、コロナウィルスによる死者、ワクチン被害による死者

を厭わない

・アメリカのトランプ前大統領はそのような勢力に対抗するため、民意を反映する形で誕生し

た

・コロナウィルスはもともと変異しやすいものであり、弱毒化しているにもかかわらず、あて

にならない PCR 検査の陽性反応で行動制限を強いている

・マスク着用もこれらの目的遂行のため推進されているに過ぎない

もちろん、部分的には間違った理解があるかもしれません。

けれど、そもそも Corona(コロナ)は王冠の意味を持ち、「主権」を象徴します。

私たちキリスト者は、真の神イエス・キリストにこそ唯一絶対の“主権”があることを認めま

す。

病気やウィルスに主権があると考えません。

コロナウィルスが存在することは事実です。

罹患すれば、免疫力のない人ほど重篤な症状が出ることも事実です。

けれど、社会や経済を停止し、自死者を増やさなければならないほど致死性はありません。

まして、ワクチンに関しては、接種後の副反応や後遺症、そして死者がこれほど多くなってい

る現状に鑑み、徹底的に反対を表明すべきです。

「陰謀論を信じている？」という人がいれば、シンプルに反論します。

「陰謀論を信じているのではなく、政府やメディアを信じていない」ということです。

マスクは気休め ワクチンは毒



仮に新型コロナウィルスが実際的な脅威であり、ワクチンが有効であったとしても、政府の言

いなりになることを拒否するという立場です。

ですので、100%ワクチンが安全でも注射しません。

また、仮に政府が正しいという前提でワクチン接種しても、その結果の利益より、仮に政府が

間違っていた場合の不利益の方がもっと重大です(下図参照)。

＜

ワクチンが安全でも安全でなくても、接種は自己責任です。

その結果について、政府も医者も責任をとれません。

そうであれば、政府が間違っていた場合、その身体的危険や

社会的損失を本人や家族が負わなければならないというのは

理不尽です。

上述の通り、100%ワクチンが安全でも接種を避けるべき理由

があり、まして右記の通り被害報告が増大している中で、一

個人としてもキリスト者としてもワクチン接種を容認するこ

とはあり得ないと考えます。

また、毎月発表されている厚生労働省の「人口動態統計」によれば、超過死亡が増加している

ことが明らかです(『日経新聞』2022 年 6/4 号、『プレジデント』2022 年 12/16 号)。これは、

2011 年の東日本大震災以上のペースであり、コロナワクチンとの関係が指摘されています。

＊上図、右図とも『プレジデント』(2022 年

12/16 号)より引用。

ワクチン接種した場合の利益

・新型コロナウィルスに罹患する可能性が

減る

・罹患した場合、症状が軽症で済む

・社会活動への影響が少ない

政府が間違っている政府が正しい

ワクチン接種した場合の不利益

・副反応、後遺症、死亡などの恐れがある

・接種した本人および家族に自責感が募る

・被害意識を持つ

・政府が責任を持たず、補償も賠償もない

・新型コロナウィルスに罹患する可能性が残る

・罹患した場合、症状が出る

・その結果、外出等社会活動ができなくなる

・深刻な社会的分断が起こる

・管理社会に組み込まれる

厚労省集計データ(2022 年 11 月)

死者数比較

・インフルエンザワクチン

=35 人/2 億 6248 万回

・新型コロナワクチン

=1761 人/2 億 8274 万回



なお、これらの事には、あまりにも情報が多く、アップデートのスピードが早いので、ソース

はいちいち提示しません。

一応、参考にしているサイトおよび書籍を挙げておきます。

【Web Site】

衆議院第一議員会館勉強会

令和 4年 11 月 25 日「新型コロナワクチン接種と死亡事例の因果関係を考える」勉強会

https://odysee.com/@kazu_uracorona:8/20221125:e

HEAVENESE style

https://www.youtube.com/@HEAVENESE1.0 https://www.youtube.com/@HEAVENESE2.0

https://www.youtube.com/@HEAVENESE3.0 https://www.youtube.com/@HEAVENESE4.0

https://www.youtube.com/@HEAVENESE5.0 https://www.youtube.com/@HEAVENESE6.0

https://www.youtube.com/@HEAVENESE7.0 https://www.youtube.com/@HEAVENESE8.0

https://www.youtube.com/@HEAVENESE9.0

【書籍】

『コロナは概念』(片岡ジョージ、ヒカルランド)

『コロナワクチン幻想を切る』(井上正康、ヒカルランド)

『マスクを捨てよ、町へ出よう-免疫力を取り戻すために私たちができること』

(井上正康、松田学、方丈社)

『新型コロナが本当にこわくなくなる本-医学・政治・経済の見地から新型コロナ騒動を総括す』

(井上正康、松田学、方丈社)

『医師が教える新型コロナワクチンの正体』(内海聡、ユサブル)

『ウイルス学者の責任』(宮沢孝幸、ＰＨＰ研究所)

『コロナワクチン失敗の本質』(宮沢孝幸、鳥集徹、宝島社)

『新型コロナワクチン 誰も言えなかった「真実」』(鳥集徹、宝島社)

「主はこう言われる。

『公正を守り、正義を行え。

わたしの救いが来るのは近いからだ。

わたしの義が現れるのも。』」
(旧約聖書・イザヤ書 56 章 1 節)

「不正を行う者には、ますます不正を行わせ、

汚れた者は、ますます汚れた者とならせなさい。

正しい者には、ますます正しいことを行わせ、

聖なる者は、ますます聖なる者とならせなさい。」」
(新約聖書・ヨハネの黙示録 22 章 1 節)

終末に向け、時代はますます悪くなります。そんな世相にあって、世の勢力に影響される者で

はなく、世に影響を与える者として、忠実に神の義を明らかにするお互いとされますようにイ

エス様の名前で祝福します。
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	＊上図、右図とも『プレジデント』(2022年12/16号)より引用。

